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【平成２４年度 研究進捗評価結果】 

評価 評価基準 
 A+ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 
○ A 当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 

 A－ 
当初目標に向けて概ね順調に研究が進展しており、一定の成果が見込まれるが、一部に 
遅れ等が認められるため、今後努力が必要である 

 B 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 C 
当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の中止

が適当である 
（意見等） 
本研究は、細胞の形態が形成される上で、細胞同士の接着とそれに基づく細胞内のシグナル伝達がど

のように関与するかを、上皮細胞と神経細胞を用いて明らかにしようとするものである。例えば、聴覚

上皮組織における細胞の配列形成にネクチンが重要であることを発見するなど、すでにいくつかの重要

な成果が得られており研究は順調に進展している。 
研究成果は主要な国際雑誌に発表されており専門家への発信は十分であるが、一般市民への発信にさ

らなる工夫がなされることを期待する。 


